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工作好きの子どもたちが、
いざ勝負！

２月３日、茂原市男女共同参画社会づくり推進協議
会は市長室を訪れ「男女ハートフル共生プラン・平成
24年度点検評価報告書」を手渡しました。
この協議会は、男女共同参画の総合的推進を図る組

織として、学識経験者や市議会議員などを含む市民８
人で構成されています。
茂原市では、この提言を次年度以降の取り組みに反

映させ、さらなる男女共同参画の推進を目指します。

２月１日、第１４回自然科学実験イベント「リモコ
ン牛乳パックカーで競争しよう！」が中央公民館で開
催されました。茂原市教育研究会理科部会・茂原少年
少女発明クラブ・おもちゃの病院の指導員が講師とな
り、参加児童３４名は、リモコンで動く牛乳パックカー
を作製し競争しました。優勝の片岡一乃介君（茂原小
学校５年生）は、「普通に作ったけれど、優勝できてし
まいました！」と喜んでいました。
このイベントは、長生郡市内の３２事業所の協賛金

により運営しています。

２月１日、茂原市ハートフルフェスタ実行委員会と
茂原市は、「男女の視点でみる防災」をテーマに、男女
共同参画社会づくり事業「ハートフルフェスタ」を市
役所市民室で開催しました。
「大規模災害に備えて」と題した講演会では、SL災
害ボランティアネットワーク理事の坂内美佐子さんか
ら女性の視点でみる防災対策について講演があり、91
人の参加者たちは真剣な面持ちで聞き入っていました。
また、講演後に行われたワークショップでは、災害

時便利グッズを作成。ゴミ袋が雨具になるなど、ちょっ
とした工夫で作れるアイデアグッズに、参加者たちは
とても驚いていました。

市内茂原の藻原寺は節分の日の２月３日、無病息災
を祈念して毎年恒例の「豆まき」を行いました。
この豆まきでは、豆以外にもお菓子や景品付きカ

ラーボールなどが投げ入れられます。今年は平日の開
催でしたが、子どもからお年寄りまでたくさんの人が
集まり、歓声を上げながら手を伸ばしていました。

今年も好評「福は～内！」

男女の視点でみる防災対策

男女共同参画社会を考えます

▲茂原市男女共同参画社会づくり推進協議会の委員と
田中市長

▲リモコンを上手に使いこなし優勝した片岡一乃介君（左）

▲災害時便利グッズの作り方を説明する坂内美佐子氏

▲田中市長も参加しました


